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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
＜
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
夜
の
守
護
者
＞
　

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
３
７
Ｓ

【
作
者
名
】

　
Ｊ
ｏ
ｋ
ｅ
ｒ
０
２

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
、
と
あ
る
世
界
の
物
語
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＝
数
年
前
（
物
語
の
時
間
軸
）
＝

　
こ
こ
は
と
あ
る
谷
。

　
そ
こ
で
彼
は
歩
き
な
が
ら
一
種
の
興
奮
を
覚
え
て
い
た
。

　
そ
う
・
・
・
。

　
人
を
殺
す
前
の
、
あ
の
冷
酷
な
興
奮
を
。

　
彼
は
家
の
前
に
立
っ
た
。

　
今
回
彼
が
殺
す
一
番
の
標
的
は
自
分
に
と
っ
て
の
最
大
の
敵
で
あ
る
自
分
の

恩
師
で
も
、
自
分
を
最
も
憎
ん
で
い
る
物
で
も
な
い
。

　
彼
が
今
回
殺
す
の
は
自
分
の
存
在
を
ま
だ
知
ら
ず
、
ま
だ
何
の
力
も
持
っ
て

い
な
い
・
・
・
赤
子
だ
。

　
彼
は
家
の
カ
ギ
を
開
け
、
ま
る
で
霧
の
よ
う
に
素
早
く
入
り
込
む
。

　
最
初
に
赤
子
の
父
が
侵
入
者
で
あ
る
彼
に
気
が
付
き
、
彼
の
一
番
の
武
器
も

持
た
ず
に
彼
を
止
め
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
彼
は
笑
い
な
が
ら
父
親
を
殺
し
た
。

　
た
だ
し
そ
の
父
親
の
体
に
は
、
ナ
イ
フ
で
刺
し
た
り
拳
銃
で
発
砲
さ
れ
た
あ

と
は
無
く
、
た
だ
た
だ
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　
彼
は
自
分
の
し
た
こ
と
に
一
切
の
罪
悪
感
も
な
く
そ
の
骸
を
ま
た
ぎ
、
殺
し

む
く
ろ

た
男
の
妻
が
自
分
の
目
的
を
持
っ
て
逃
げ
た
二
階
へ
の
階
段
へ
向
か
う
。

　
二
階
へ
た
ど
り
つ
い
た
彼
は
目
的
の
い
る
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
、
開
か
な
い
。

　
ど
う
や
ら
、
母
親
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
た
よ
う
だ
。

　
し
か
し
彼
に
は
無
意
味
だ
っ
た
。

　
彼
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
あ
る
も
の
を
ド
ア
に
向
け
る
。

　
す
る
と
、
ド
ア
の
内
側
に
あ
っ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
が
消
え
て
な
く
な
る
。

・
・
・
・
・
・
・

　
彼
は
素
早
く
中
に
入
り
真
っ
先
に
赤
子
の
元
へ
行
く
。

　
す
る
と
、
母
親
が
彼
に
自
分
の
子
だ
け
は
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に
泣
き
つ
く
。

　
彼
は
そ
の
言
葉
を
無
視
し
て
赤
子
を
殺
そ
う
と
す
る
。
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そ
れ
で
も
な
お
泣
き
つ
く
母
親
を
彼
は
父
親
と
同
じ
よ
う
に
殺
す
。

　
そ
し
て
彼
は
そ
の
ま
ま
赤
子
を
殺
そ
う
と
す
る
。

　
次
の
瞬
間
・
・
・
・
彼
は
人
で
は
な
く
な
り
、
地
球
上
の
ど
ん
な
存
在
よ
り

も
下
等
な
も
の
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
物
語
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

＝
現
在
＝

　
「
僕
が
魔
法
使
い
な
ん
て
あ
り
え
な
い
よ
！
」

　
「
い
ん
や
、
お
前
さ
ん
は
魔
法
使
い
だ
。
そ
れ
も
と
ん
で
も
な
い
な
。
」

　
こ
れ
は
一
人
の
少
年
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
物
語
。

　
「
僕
の
名
前
は
ロ
ン
。
」

　
「
こ
ん
に
ち
は
、
私
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ
ー
。
」

　
そ
し
て
こ
れ
は
・
・
・

　
「
よ
う
、
俺
は
沢
田
剣
心
。
東
洋
人
だ
。
」

　
「
俺
は
キ
ル
ア
。
こ
い
つ
の
従
弟
だ
。
」

い
と
こ

　
彼
に
、
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
可
能
性
。

　
「
俺
ら
は
過
去
に
禁
忌
を
犯
し
た
。
」

　
「
そ
し
て
・
・
真
理
を
見
た
。
」

　
並
行
世
界
で
の
物
語
。

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド

　
「
君
は
凄
い
奴
だ
よ
ハ
リ
ー
。
」

　
「
私
は
あ
な
た
の
こ
と
全
部
本
で
読
ん
だ
わ
。
」

　
「
俺
ら
は
元
殺
し
屋
だ
」

　
「
錬
金
術
な
ら
得
意
だ
ぜ
？
」

　
新
た
な
仲
間
。

　
「
な
に
こ
れ
！
？
」

　
「
こ
の
学
校
に
は
様
々
な
魔
法
が
掛
か
っ
て
る
の
。
」

　
「
あ
～
。
Ｐ
Ｓ
Ｉ
使
い
す
ぎ
て
頭
痛
っ
て
～
。
」

サ
イ

あ
っ
た
まい

　
「
俺
ら
の
中
に
は
俺
ら
以
外
の
魂
が
あ
る
。
」

　
作
者
の
暴
走
。
そ
し
て
・
・
・

　
「
ハ
リ
ー
！
死
ん
じ
ゃ
駄
目
だ
ー
！
」

　
「
お
願
い
！
目
を
開
け
て
ハ
リ
ー
！
」
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「
死
喰
い
人
・
・
・
。
」

デ
ス
イ
ー
タ
ー

　
「
お
前
ら
許
さ
ね
ー
！
！
」

　
亡
者
の
軍
団
、
吸
血
鬼
、
巨
人
と
の
戦
い
。

　
そ
し
て
・
・
・

　
「
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
先
生
・
・
・
」

　
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
・
・
・
な
ら
・
・
・
！
」

　
「
「
（
俺
ら
は
俺
ら
で
、
自
分
の
役
目
を
果
た
し
て
み
せ
ま
す
！
）
」
」

　
ハ
リ
ー
は
、
そ
し
て
世
界
は
ど
う
な
る
！
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（
後
書
き
）

ど
ー
も
。
作
者
の
Ｊ
ｏ
ｋ
ｅ
ｒ
０
２
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
予
告
で
す
。

ち
ゃ
ん
と
連
載
す
る
か
微
妙
だ
け
ど
・
・
・
。

ま
あ
、
連
載
す
る
時
は
賢
者
か
ら
秘
宝
全
部
や
る
ん
で
超
絶
に
長
く
な
る
こ
と
、

も
し
く
は
作
者
が
諦
め
る
、
こ
の
二
択
は
確
実
で
す
！
ｗ
ｗ
ｗ

ち
な
み
に
こ
の
世
界
の
剣
心
と
キ
ル
ア
も
＜
Ｅ
ｎ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｅ
ａ

ｒ
ｔ
ｈ
＞
の
方
の
二
人
と
同
じ
設
定
で
す
。

最
後
に
、
他
に
予
告
を
書
き
た
い
ダ
ー
ク
＆
ム
ー
ン
シ
リ
ー
ズ
。

０
１
、
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

ヘ
ル
シ
ン
グ

０
２
、
魔
人
探
偵
脳
噛
ネ
ウ
ロ

０
３
、
家
庭
教
師
ヒ
ッ
ト
マ
ン
リ
ボ
―
ン

か
て
き
ょ
ー

０
４
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

０
５
、
ト
リ
コ

０
６
、
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

ブ
リ
ー
チ

０
７
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
 

－
ナ
ル
ト
－

０
８
、
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
の
孫

０
９
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

１
０
、
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

１
１
、
碇
シ
ン
ジ
育
成
計
画

１
２
、
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語

１
３
、
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
（
可
能
性
は
一
番
低
い
。
）

１
４
、
Ｐ
Ｓ
Ｙ
Я
Ｅ
Ｎ
 

－
サ
イ
レ
ン

１
５
、
エ
デ
ン
の
檻

１
６
、
鋼
の
錬
金
術
師

の
十
六
種
類
。

・
・
・
書
き
出
し
て
分
か
っ
た
。
俺
は
馬
鹿
だ
ｗ
ｗ
ｗ

書
き
た
い
っ
て
事
は
こ
の
設
定
ダ
ー
ク
＆
ム
ー
ン
シ
リ
ー
ズ
に
出
す
可
能
性
が
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あ
る
っ
て
事
で
す
。

ち
な
み
に
設
定
上
連
載
し
な
い
け
ど
唐
突
ダ
ー
ク
＆
ム
ー
ン
シ
リ
ー
ズ
に
出
す

も
の
と
し
て
は
、

１
、
平
成
ラ
イ
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ

２
、
る
ろ
う
に
剣
心
 

－
明
治
剣
客
浪
漫
譚
－

３
、
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

４
、
エ
レ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

５
、
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
×
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

等
な
ど
。

ま
あ
、
し
っ
か
り
と
ま
と
ま
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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